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研究成果の概要（和文）：マイナーな情報の抽出に関して(1)Blogに書かれた観光情報(2)学術論文情報のWebサ
イトから得られる学術論文情報 を分析の対象とした。(1)に関しては観光Blogに含まれる観光資源の候補として
抽出された低頻度語に着目し、その背景の分析を行い、2タイプの出現傾向があることを示した。(2)に関して
は、研究目的に合う特定の領域からの引用数に限定した新しい評価指標、引用数を用いない評価指標の提案を行
い、有効性を示した。また、重要な研究同士を繋ぐ位置にある論文を重要視することで、研究の流れを適切に可
視化するシステムを構築した。マイナーな論文を含めた文献の検索、及び分析が行えるようになった。

研究成果の概要（英文）：Regarding extraction of minor information (1) Tourist information written on
 the blog (2) Academic paper information obtained from the website of academic paper information was
 analyzed. Regarding (1), attention was focused on the low frequency word extracted as a tourism 
resource candidate included in the sightseeing blog and its background was analyzed, showing that 
there are two types of appearance tendencies. As for (2), we showed the effectiveness by proposing a
 new evaluation index limited to the number of citations from a specific area meeting the research 
purpose, and an evaluation index not using the cited number. In addition, by emphasizing the papers 
located at positions connecting important research, we constructed a system that appropriately 
visualizes the flow of research. It became possible to search and analyze documents including minor 
articles.

研究分野：情報工学
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１．研究開始当初の背景 
ブログなどユーザが生成したコンテンツ
から観光に関する情報を抽出する試みは広
く行われているが、観光地名やイベント名自
体を求める、あるいはそれらの情報を与える
ことで関連する情報を得るための研究が主
である。これに対して、「何か分からないけ
ど面白い情報」「ごく一部の人にとっては興
味深い何か」のような手がかりやキーワード
を持たない、そして余り知られていない情報
の抽出は、これまで殆ど行われていない。そ
のような情報の実例として、アニメのシーン
に関する実在の場所への観光（アニメ聖地巡
礼と呼ばれている）が近年話題となった。そ
のような体験は、ブログなどに文書として記
されていても、ごく一部の有名なもの以外に
ついては、特に初期には、関連単語の出現頻
度は低く、その他の大量の文書に埋もれるこ
とで、その知識を持たない人の目には留まり
難い。Web 上に存在していても一般に余り
知られていないトピックは、そもそも頻度で
評価するのが難しい面がある。それは、従来
からの単語の重要度では見つけられないこ
とを意味している。 
ここでは、そのような情報のことをマイナ
ートピックと呼ぶことにする。マイナートピ
ックは、（１）それを知っている人はキーワ
ード等を用いることで関連する情報にアク
セスする事が可能であるが、（２）それを知
らない人は、その情報にアクセスする手段を
持たない、という性質がある。 
マイナートピックの発見には大きな問題
点がある。一つは記載されている情報の頻度
が低い事から、それが「意味を持った面白い
情報」なのか「単なる偶然による記述」なの
か判断が難しい点がある。本研究は、マイナ
ーなトピックに関する情報を持たないユー
ザに対して、有意義な情報へのアクセスを提
供し、発見的な情報収集を可能とすることを
目的とする。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は主に次の２つである。 

(1) 有用なマイナートピックとはどのような
ものか？有用性の定義が必要となる。まず実
例を調査することで、人間の感覚に合う適切
な評価尺度を検討する。必要に応じて、トピ
ックの分野ごとの違いについても検討する。 
(2) どのような評価指標を用いれば有用なマ
イナートピックを抽出できるか？頻度が低
いことを前提にしており、一般的に用いられ
る単語頻度をベースとした指標は使えない。
したがって、(1)で検討した評価尺度に従った
新しい評価指標が必要である。 
 
３．研究の方法 

27年度はデータの収集と分析を行う。デー
タ収集はブログ、ツイッター、写真の 3 種類
についてのクローラーを構築する。分析に関
しては、取得済みブログ記事からマイナート

ピックのサンプルデータを生成し、複数の方
法で評価・分析を行う。 

28年度は、27 年度に収集したブログ・ツ
イート・写真の全体に対して、同じく 27 年
度に構築した個々のシステムを適用し、マイ
ナートピックの抽出を試みる。抽出されたト
ピックを精査し、各システムにおけるマイナ
ートピック抽出の特徴を見極める。更に精度
の高い抽出が行えるように各システムの理
論的、及び技術的な改良を継続する。その上
で有用なシステムはどれであるか、あるいは
どのシステムを組み合わせれば最も適切な
トピック抽出が行えるかを総合的に判断す
る。得られた結果を元に、それらを組み合わ
せたシステムを構築し、評価を行う。更に精
度の高い抽出が行えるようにシステム全体
の改良を継続する。 

29 年度は、28 年度までに構築された個々
のシステムを組み合わせ、マイナートピック
抽出システムを構築する。抽出の精度等を評
価すると同時に、抽出された結果をユーザに
適切に表示・提案し、あるいは抽出結果同士
や元の文書の関係を可視化する。被験者を用
いたシステムの評価を行い、本提案の強みや
利点、弱点等を明らかにし、可能であれば、
更にシステムの改良を継続する。更に観光情
報に関して構築した本システムを他の特定
のデータセットで利用するための検討を行
い、可能であればそのデータセット専用シス
テムを構築する。更に、汎用システムの構築
を検討する。 

 
４．研究成果 
マイナーな情報の抽出を評価するために、
次の 2つの情報源を分析の対象とし、それら
に含まれる低頻度語に関する分析を行った。
(1)ブログに書かれた観光に関する記事、(2)
学術論文情報の Web サイトから得られる学
術論文の書誌情報。 

(1)に関してはこれまでの観光情報抽出に
関する研究成果として抽出されたデータに
含まれる低頻度語に着目し、ブログ中から観
光資源の候補として抽出された低頻度語が
どのような背景を持っているかの分析を行
ってきた。その結果、2 タイプの出現傾向が
存在することが明らかになっている。更に、
観光ブログにおける語の出現の頻度とその
他の Web 情報における語の出現の頻度の差
に関する分析を行った。低頻度語の出現が２
タイプの状況から成り立つ事が分かった一
方で、それらを分離する手法に関しては確立
できなかった。 

(2)に関して、初年度は論文を一般的な引用
数で評価するのではなく、研究目的に合う特
定の領域からの引用に限定した引用数の計
上方法を用いることによる新しい評価尺度
の提案を行った。この尺度により、引用数が
相対的に低い（マイナーな）論文であっても
適切に見つけ出す事が可能であることを明
らかにした。また、有用な論文を早期に発見



するための手法に関する調査として、引用数
変化に関する分析を行い、マイナーな論文が
高い評価を受ける過程に関する実例を明ら
かにした。平成 28 年度は、一般的な引用数
と領域限定の引用数の差を用いて、論文の領
域特異性を含めた論文の選択や分析を行う
事が可能なシステムを構築した。これにより、
マイナーな論文を含めて文献の検索、及び分
析が容易に行えるようになった。また、論文
の引用関係の可視化において、引用数が高く
ないものの重要な研究同士を繋ぐ位置にあ
る論文を重要視することで、研究の流れを適
切に可視化するシステムを構築した。マイナ
ーな論文の一般には把握されていない価値
を示すものとなっている。 
平成 29 年度は、分析対象をＷｅｂ上から
収集した学術論文に限定し、マイナーなもの
を含む全ての論文に客観的な評価を与える
ための手法に関する研究を継続した。学術論
文の分析・評価のために、主に次の 3つの観
点からアプローチを行った。（１）Ｗｅｂ上
の論文データベースに収集・蓄積されている
各論文の情報のうちアブストラクトのみを
対象にした分析を行い、後日に高い評価が得
られる可能性のある論文を自動分類する。
（２）論文が他の論文を引用する際の引用の
意味を特定する事で論文間の関係を明らか
にし、論文を評価するための補助情報とする。
（３）論文の各著者の研究経歴を論文データ
から分析し、各論文における著者の位置付け
を明らかにする。また論文を分析する為の素
性として、論文中の特徴語に関して（１）属
性選択を用いた重要な特徴語の特定手法、
（２）局所的な出現頻度を用いた複合語の重
要性の判定手法、に関する研究を進めた。 
３年間の研究の結果、主に次の２点に関す
る研究成果が得られた。（１）観光に関する
ブログ中に出現する語のうち、低頻度語の出
現に関する状況を明らかにした。これはブロ
グなどの文書からの情報抽出に利用可能な
研究成果である。（２）Ｗｅｂ上の学術論文
に客観的な評価を与える幾つかの手法を提
案した。これらにより、マイナーなトピック
に関するものを含んだ論文に関してその信
頼性を確保するために必要な技術が部分的
にであるが構築できた。これらの研究成果に
より、更なる研究の進展が期待できる状況で
ある。 
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